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八
月
二
十
五
日
、
本
会
会
議
室
で
第
二
回

公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す
る
研
究
会
を
開

催
し
た
。
講
師
に
田
中
治
大
阪
府
立
大
学
教

授
を
迎
え
、
税
法
を
中
心
に
御
講
演
頂
い
た
。

＊

＊

＊

現
在
、
公
益
法
人
制
度
の
改
革
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
改
革
は
、
平
成
十
四
年
頃

か
ら
表
面
化
し
た
も
の
で
、「
非
営
利
法

人
」
と
い
う
新
た
な
区
分
を
制
度
上
設
け
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
こ

の
改
革
は
、
主
と
し
て
民
法
三
十
四
条
に
基

づ
い
て
設
立
さ
れ
る
社
団
、
財
団
（
狭
い
意

味
の
公
益
法
人
）
が
対
象
で
あ
っ
て
、
宗
教

法
人
、
学
校
法
人
、
協
同
組
合
等
の
特
別
法

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
対
象
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、「
非
営
利
法
人
」
と
い

う
言
葉
は
包
括
的
で
あ
る
か
ら
、
今
後
、
営

利
法
人
以
外
の
一
切
を
意
味
す
る
も
の
と
考

え
る
向
き
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

現
実
に
、
今
後
の
改
革
に
お
い
て
は
、
特
別

法
に
基
づ
く
法
人
制
度
を
含
め
て
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
（
平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日

の
閣
議
決
定
）。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
現
在
進
行

中
の
公
益
法
人
制
度
の
改
革
問
題
は
、
宗
教

法
人
に
と
っ
て
、
決
し
て
「
対
岸
の
火
事
」

で
は
な
い
。
そ
の
改
革
の
組
み
立
て
や
理
由

付
け
は
、
宗
教
法
人
の
今
後
の
活
動
を
左
右

し
か
ね
な
い
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

第
一
は
、
こ
れ
ま
で
の
許
可
制
度
を
や
め

て
、
非
営
利
法
人
が
簡
単
に
設
立
で
き
る
よ

う
に
し
よ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

問
題
は
こ
の
先
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

二
と
し
て
は
、
国
等
の
機
関
が
、
こ
の
よ
う

に
し
て
簡
単
に
設
立
さ
れ
る
非
営
利
法
人
の

中
か
ら
、
公
益
性
の
あ
る
も
の
を
選
び
出
し

て
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
与
え
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
公
益
性
の
判

断
要
件
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
裁
量
の
余

地
を
少
な
く
す
べ
き
だ
と
し
つ
つ
、
単
な
る

形
式
要
件
で
は
な
く
、
公
益
性
の
維
持
を
確

保
す
る
た
め
に
、
一
定
の
実
績
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
、
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

公
益
性
の
判
断
に
は
、
そ
の
法
人
の
運
営
が

適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
、
情
報
開
示
や
外
部
監
査
な
ど
の
導

入
が
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
極
め
て
単
純
化
す

れ
ば
、
非
営
利
法
人
の
う
ち
で
、
�
公
益
性

が
あ
る
法
人
は
、
�
原
則
課
税
の
例
外
と
し

て
税
を
減
免
す
る
が
、
�
外
部
か
ら
の
規
制

を
強
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
公
益
性
、
税
の
減
免
、
規

制
強
化
、
の
三
点
セ
ッ
ト
は
、
互
い
の
関
係

性
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
か
な
り
強
引
な
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

現
行
の
「
公
益
法
人
」（
民
法
三
十
四
条

法
人
も
、
特
別
法
に
よ
る
宗
教
法
人
、
学
校

法
人
等
も
含
む
）
税
制
で
は
、
本
来
の
事
業

（
い
わ
ゆ
る
非
収
益
事
業
）か
ら
生
じ
た「
収

益
」
や
「
剰
余
金
」
に
は
課
税
が
な
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
原
則
非
課
税
措
置

は
「
優
遇
措
置
」
ま
た
は
「
特
権
」
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
は
、
公
益
法
人
と
株
式
会
社
な

ど
の
営
利
法
人
と
を
対
比
す
れ
ば
、
よ
く
分

か
る
。
営
利
法
人
は
、
も
と
も
と
株
主
の
利

潤
獲
得
を
目
指
す
も
の
で
、
会
社
の
利
益
は
、

配
当
を
通
し
て
株
主
に
分
配
さ
れ
る
。
法
人

税
は
、
株
主
に
利
益
が
分
配
さ
れ
る
前
の
段

階
で
、
個
人
所
得
税
の
前
取
り
と
し
て
課
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
公
益
法
人
は
利
潤（
剰

余
金
）
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た

と
え
一
時
的
に
剰
余
金
が
生
じ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
個
人
に
分
配
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

公
益
法
人
の
非
課
税
措
置
は
、
優
遇
措
置

で
も
何
で
も
な
く
、課
税
の
対
象
と
な
る「
所

得
」
が
な
い
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

課
税
の
論
理
か
ら
い
え
ば
、
公
益
性
が
強

い
と
い
う
こ
と
と
、
非
課
税
に
す
る
と
い
う

こ
と
と
は
直
結
し
な
い
。
同
様
に
、
非
課
税

で
あ
っ
た
ら
、
当
然
に
規
制
を
強
め
る
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
公
益
性
の

有
無
、
課
税
の
是
非
、
規
制
の
当
否
は
そ
れ

ぞ
れ
が
も
と
も
と
別
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
宗
教
法
人
は
、
公
益
性

が
強
い
か
ら
非
課
税
に
せ
よ
、
と
だ
け
主
張

す
る
こ
と
の
不
十
分
さ
が
見
え
て
く
る
。

も
し
将
来
に
お
い
て
、
免
税
制
度
（
非
営

利
法
人
に
つ
い
て
は
、
原
則
課
税
で
、
例
外

的
に
公
益
性
を
条
件
に
税
を
免
除
す
る
と
い

う
制
度
を
予
定
し
て
い
る
）
の
も
と
で
、
国

等
の
行
政
機
関
が
宗
教
法
人
の
公
益
性
の
有

無
を
判
定
し
た
り
、
情
報
公
開
や
外
部
監
査

な
ど
の
規
制
を
強
化
し
た
り
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
、
政
教
分
離
原
則
の
侵
害
と
な

り
か
ね
な
い
。

＊

＊

＊

今
後
も
研
究
を
重
ね
、
本
年
末
ま
で
に
本

会
の
意
見
を
集
約
し
、
要
望
を
提
出
す
る
予

定
で
あ
る
。

公益法人制度改革の問題点と
宗教法人との関係

大阪府立大学教授

田中 治
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九
月
三
日
午
後
三
時
よ
り
、
京
都
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、
イ
ン
ド
大
使

館
主
催
、
本
会
後
援
の
も
と
、
イ
ン
ド
の

仏
教
遺
跡
を
ス
ラ
イ
ド
や
写
真
で
紹
介
す

る
催
し
「
仏
跡
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

本
会
加
盟
団
体
よ
り
約
二
百
五
十
人
が
参

加
し
た
。

冒
頭
ト
リ
パ
テ
ィ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
か

ら
、
仏
陀
の
普
遍
的
博
愛
心
に
触
れ
な
が

ら
、「
日
本
と
イ
ン
ド
が
共
有
す
る
精
神

的
遺
産
で
あ
る
仏
教
遺
跡
を
基
に
、
今
後

新
た
な
信
頼
、
協
力
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
齋
藤
明
聖
本
会

事
務
総
長
が
「
仏
教
は
日
本
文
化
の
基
層

を
構
築
し
、
わ
が
国
の
伝
統
文
化
を
顧
み

る
と
き
、
有
形
無
形
を
問
わ
ず
、
仏
教
の

影
響
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
は
、
歴
史
的
事
実
が
物
語
っ
て

い
る
、
仏
陀
釈
尊
の
教
え
は
世
界
の
恒
久

平
和
を
将
来
す
る
共
生
思
想
で
あ
る
」
と

一
層
の
友
好
親
善
を
誓
っ
た
。
さ
ら
に
土

佐
舜
成
国
際
仏
教
興
隆
協
会
会
長
よ
り
流

暢
な
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
交
え
な
が
ら
、
イ

ン
ド
日
本
寺
の
歴
史
、
意
義
、
役
割
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
仏
陀
に
対
し
て
報
恩
謝

徳
の
念
を
第
一
に
活
動
し
て
い
る
旨
が
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
木
村
宣
彰
大
谷
大
学
学

長
は
、
学
生
達
の
た
め
に
毎
年
イ
ン
ド
修

学
旅
行
を
企
画
す
る
な
ど
、
体
験
を
通
し

た
学
習
を
重
点
に
教
育
者
と
し
て
の
立
場

か
ら
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
の
壁
画
や

玄
奘
三
蔵
も
訪
れ
た
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
大

学
跡
な
ど
、
八
十
三
枚
の
ス
ラ
イ
ド
が
映

し
出
さ
れ
た
。
最
後
に
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
で
歓
談
、
約
二
時
間
半
の
会
は
盛
況
の

う
ち
終
了
し
た
。「
イ
ン
ド
は
理
解
す
る

も
の
で
は
な
く
、
体
験
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
し
て
イ
ン
ド
政
府
は
仏
跡
観
光
奨

励
に
積
極
的
で
あ
る
。

イ
ン
ド
政
府
が
仏
跡
観
光
奨
励
の
為

「
仏
跡
め
ぐ
り
」
開
催

八
月
十
五
日
午
前
九
時
か
ら
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
に
お
い
て
日
蓮
宗
主
催
「
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
追
善
法
要
並
世
界
立
正
平
和
祈
願

法
要
」
が
東
京
四
管
区
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
、
石
井
隆
康
東
京
南
部
宗
務
所
長
を
導
師

に
営
ま
れ
た
。
久
々
の
慈
雨
が
降
り
注
ぎ
、

前
日
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
た
肌
寒
い
陽
気
の

中
、
仮
説
テ
ン
ト
内
に
は
本
山
貫
首
、
青
年

僧
、
有
縁
の
二
百
余
人
の
檀
信
徒
が
参
列
し

た
。
式
中
、
小
田
原
健
児（
財
）千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
奉
仕
会
理
事
長
、
遠
藤
文
祥
宗
務

総
長
室
長
、
奈
良
慈
徹
社
会
部
長
が
代
表
で

焼
香
し
た
。

日
蓮
宗
で
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
が
建
立
さ
れ
て
以
来
、
毎
年

八
月
十
五
日
に
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
の
も
と
戦
争
の
犠

牲
と
な
っ
た
霊
に
供
養
の
誠
を
捧
げ
、
世
界

平
和
の
実
現
を
祈
る
法
要
を
行
っ
て
き
た
。

日
蓮
宗

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
追
善
法
要

八
月
六
日
の
広
島
原
爆
死
没
者
慰
霊
と
平

和
記
念
式
典
に
お
い
て
、
秋
葉
忠
則
広
島
市

長
が
全
世
界
に
向
け
発
表
す
る
平
和
宣
言
の

一
文
に
、
当
初
「
米
国
の
唯
我
独
尊
主
義
」

と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
安
芸
教
区
及
び
本
会
よ
り
の
語

句
変
更
の
要
望
を
受
け
、「
米
国
の
自
己
中

心
主
義
」
に
改
め
ら
れ
た
。

平
和
式
典
前
の
同
月
二
日
に
事
前
に
配
付

さ
れ
た
平
和
宣
言
文
中
に
、
小
型
核
兵
器
の

研
究
を
再
開
し
て
い
る
米
国
を
批
判
す
る
語

句
と
し
て
「
米
国
の
唯
我
独
尊
主
義
」
と
明

記
さ
れ
て
い
た
。
当
初
広
島
市
は
、
本
会
の

語
句
変
更
の
要
望
に
対
し
「
唯
我
独
尊
は
、

ひ
と
り
よ
が
り
と
い
う
意
味
で
、
社
会
的
に

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
」
と
の
見
解
で
あ
っ

た
た
め
、
書
面
で
「
唯
我
独
尊
」
と
は
、
仏

陀
御
誕
生
の
時
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と

述
べ
ら
れ
た
仏
教
語
で
あ
り
、「
こ
の
宇
宙

に
存
在
す
る
す
べ
て
の
生
命
は
一
つ
と
し
て

お
な
じ
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
か
け
が

え
の
な
い
尊
い
生
命
で
あ
る
」
と
い
う
主
意

を
提
示
し
、
全
国
仏
教
徒
よ
り
の
願
い
と
し

て
、
再
度
語
句
の
変
更
を
要
望
し
た
。

今
後
も
仏
教
の
言
葉
や
映
像
が
メ
デ
ィ
ア

の
中
で
誤
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
本

会
は
仏
教
界
を
代
表
し
発
言
し
て
い
き
た
い
。

「
唯
我
独
尊
」

仏
教
語
の
表
記
に
つ
い
て

トリパティ駐日インド大使（左）と
本会齋藤明聖事務総長

焼香をする副導師
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警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
五
年
に
刑
法

犯
罪
に
か
か
わ
っ
て
検
挙
さ
れ
た
少
年
（
十

四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
）
は
一
四
万
四
四
〇

〇
人
、
ま
た
、
少
年
が
犯
罪
の
被
害
者
に
な

っ
た
の
は
三
八
万
五
七
〇
〇
件
に
も
上
り
ま

す
。
同
じ
世
代
一
〇
〇
〇
人
当
た
り
で
み
る

と
、
現
状
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
ほ
ど
で
す
。

さ
ら
に
、
深
夜
徘
徊
、
喫
煙
な
ど
で
補
導

さ
れ
た
少
年
は
な
ん
と
一
三
八
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
虐
待
な
ど
の
児
童
相
談
件
数
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
の
中
は
少
年
を
取
り
巻
く
環

境
の
悪
化
に
、
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
関
心
を
払

っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

少
年
に
よ
る
重
大
犯
罪
、
あ
る
い
は
少
年

が
被
害
者
に
な
っ
た
重
大
犯
罪
が
生
じ
る
と
、

学
校
や
教
育
委
員
会
な
ど
が
対
策
を
打
ち
出

し
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
一
歩
前
進
し
た
よ
う

な
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
結
局
は
そ
の
場
し

の
ぎ
で
終
わ
っ
た
こ
と
が
、
犯
罪
件
数
の
増

加
や
凶
悪
化
の
事
実
が
明
確
に
示
し
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

わ
が
国
は
、
先
進
諸
国
の
な
か
で
突
出
し

て
少
子
高
齢
化
の
道
を
走
っ
て
い
ま
す
。
女

性
が
生
涯
で
産
む
子
供
の
数
も
極
端
に
低
い

こ
と
も
周
知
の
事
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少

な
く
な
っ
た
子
供
た
ち
の
育
つ
環
境
が
悪
化

の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
は
、
大
き
な
社
会
的

損
失
で
す
。
そ
れ
で
も
改
善
の
道
筋
が
一
向

に
見
え
て
こ
な
い
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

子
供
の
こ
と
は
、
家
庭
や
学
校
、
一
部
の

専
門
家
や
指
導
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
だ
け

で
考
え
た
り
、
対
策
を
講
じ
た
り
す
る
だ
け

で
は
、
大
き
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
分
野
が
も
っ
と
有
機
的
な
連
携
を
保

つ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
政
治
も
も
っ

と
前
面
に
出
て
、
真
剣
に
取
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

教化セミナー開催のご案内
〝
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
ぶ
な
い
〞

昨
今
、
子
ど
も
に
関
す
る
悲
惨
な
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
子
ど
も
、
あ
る
い
は
事
件
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
、
そ
し
て
家
族
の
苦
悩
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
で
し
ょ
う
。「
い
の
ち
」
の
尊
さ
を
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て

世
の
中
に
訴
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
今
後
何
を
考
え
、
何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日

時

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日（
金
）

開
会
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時
三
十
分
（
九
時
受
付
開
始
）

会

場

ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京

一
階
『
藤
波
』

〔
品
川
駅
前
高
輪
口
正
面
〕

東
京
都
港
区
高
輪
三
―
一
三
―
三

℡

〇
三（
三
四
四
五
）六
七
一
一

対

象

一
般
、
加
盟
団
体
関
係
者

参
加
費

無
料

※
準
備
の
都
合
上
十
月
二
十
五
日（
月
）ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
氏
名
・

住
所
・
人
数
を
記
入
の
上
、
事
務
総
局
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

○
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会

事
務
総
局
社
会
部

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

明
照
会
館
二
Ｆ

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

〜
急
増
す
る
幼
児
・
少
年
事
件
を
通
し
て
心
の
あ
り
方
を
見
つ
め
る
〜

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
パ
ネ
リ
ス
ト
紹
介

コーディネーター

岸本 洋平氏
ジャーナリスト
元共同通信記者
現在（社）日本記者ク
ラブ会員
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少
年
と
私
に
と
り
、
事
件
は
学
校
で
あ
る
。

事
件
の
多
く
は
「
一
対
一
の
関
係
性
」
が

切
れ
た
環
境
下
で
「
生
の
意
味
」
を
喪
失
し
、

他
者
の
痛
み
を
感
じ
と
れ
な
く
な
っ
た
者
に

よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
。
少
年
と
私
は
、
互
い

の
全
人
生
を
同
時
に
内
観
し
つ
つ
、「
一
対

一
の
関
係
性
」
を
回
復
し
、
犯
し
た
罪
に
向

き
あ
う
た
め
の
苦
し
い
学
び
の
道
を
歩
む
。

亡
く
な
っ
た
被
害
者
は
帰
っ
て
こ
な
い
。

言
語
に
絶
す
る
被
害
者
・
遺
族
の
怨
嗟
を
加

害
者
は
受
け
取
め
き
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
被
害
者
の
身
に
我
が
身
を

置
い
た
内
観
を
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

こ
れ
を
続
け
る
う
ち
加
害
者
は
、「
こ
ん
な

に
も
罪
深
い
自
分
は
生
き
て
い
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
根
源
的
問
い
の
前
に

立
た
さ
れ
る
。

こ
の
問
い
は
加
害
者
を
自
死
の
瀬
戸
際
に

追
い
つ
め
る
。
こ
の
生
死
ギ
リ
ギ
リ
の
極
点

で
己
を
放
下
し
た
時
、
他
者
の
た
め
自
分
の

い
の
ち
を
使
い
尽
く
す
償
い
の
生
き
方
が
定

ま
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
「
被
害
者
と
遺
族
の
尊
厳
」
を

深
く
心
に
蔵
し
、
少
年
と
共
に
学
ん
で
変
わ

る
道
を
歩
む
こ
と
、
そ
れ
が
私
に
与
え
ら
れ

た
生
涯
の
職
分
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

パネリスト

神谷 信行氏
弁護士

か
つ
て
読
み
書
き
を
教
え
て
く
れ
る
立
場

と
し
て
寺
子
屋
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
お
寺
に

は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
生
き
る
こ
と
の
原
点
を
、

お
寺
を
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
し
て

老
若
男
女
で
学
び
合
う
姿
で
も
あ
る
。
地
縁

・
血
縁
社
会
が
崩
壊
し
た
今
、
そ
の
お
寺
の

機
能
が
「
縁
」
や
「
慈
悲
」
と
い
っ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
伝
え
る
僧
侶

の
使
命
と
と
も
に
問
わ
れ
て
い
る
。

私
は
い
の
ち
と
向
き
あ
う
僧
侶
に
、
自
分

の
存
在
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
て
ず
、
空
想

と
現
実
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
現
代

の
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
世
代
に
、
も
っ
と

お
寺
を
飛
び
出
し
て
�
良
寛
さ
ん
�
の
よ
う

に
遊
ん
だ
り
、
話
し
相
手
に
な
れ
る
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

日
本
文
化
に
は
自
己
と
向
き
あ
う
た
め
に

手
を
合
わ
せ
、
素
直
な
心
を
取
り
戻
す
た
め

に
礼
を
し
、
そ
し
て
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う

に
唱
和
す
る
共
感
的
な
か
か
わ
り
が
「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
を
創
造
す
る
な
か
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
学
ば
な
く
て
も
、
こ
の
文
化
の
真

意
を
た
ず
ね
掘
り
起
こ
せ
ば
い
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

パネリスト

富田 富士也氏
子ども家庭教育フォ
ーラム代表
教育・心理カウンセ
ラーとして活躍

い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級
崩
壊
、
子
ど
も

に
よ
る
暴
力
や
事
件
な
ど
が
相
次
ぎ
、
う
ち

の
子
は
大
丈
夫
か
し
ら
と
不
安
が
募
り
ま
す
。

「
疲
れ
た
」「
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
」
な
ど

と
わ
が
子
が
つ
ぶ
や
い
た
な
ら
ば
、
親
と
し

て
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
日
夜
悩
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
だ
け
が
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
平
成
八
年
以
降
、
実
親
に
よ
る
児

童
虐
待
相
談
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
虐

待
ま
で
い
か
な
く
と
も
、
母
親
に
と
っ
て
第

一
子
の
子
育
て
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
づ
く
め

で
、
癒
し
が
た
い
不
安
や
否
定
感
情
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
現
状
を
み
る

と
大
人
も
子
ど
も
も
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ず
癒
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、

生
き
る
力
を
す
り
減
ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

家
庭
で
も
学
校
で
も
親
子
関
係
・
友
人
関

係
な
ど
の
対
人
関
係
を
良
好
に
す
る
技
術
、

他
者
と
の
あ
た
た
か
な
関
係
を
築
く
技
術＝

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
意
識
的
に
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
誰
も
が
身
に
つ
け
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
そ
の

モ
デ
ル
を
示
せ
る
よ
う
、
何
よ
り
は
、
大
人

が
学
び
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

パネリスト

吉田 博子氏
淑徳短期大学教授
日本教育カウンセリ
ング学会理事
発達心理学を研究

現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
生
命
の
尊
さ
を
伝

え
、
人
間
を
信
頼
し
、
健
全
な
人
間
関
係
作

り
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

仏
教
で
は
私
を
縁
起
な
る
も
の
、
無
常
な

る
も
の
と
し
て
説
い
て
い
ま
す
。
縁
起
な
る

私
と
は
他
と
の
関
係
性
の
中
に
生
か
さ
れ
て

い
る
私
を
示
し
ま
す
。
私
の
身
心
は
多
く
の

縁
起
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の

因
縁
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

縁
起
や
無
常
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
は
、
私

と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
他

者
と
は
何
か
、
私
と
他
者
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
け
が
え

の
な
い
尊
い
生
命
な
る
存
在
で
あ
る
私
が
生

き
る
た
め
に
は
、
私
と
等
し
く
尊
い
生
命
で

あ
る
他
者
の
支
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
者
が
あ
っ
て
の
私
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

釈
尊
は
こ
の
よ
う
な
教
え
を
学
び
、
実
践
す

る
に
は
サ
ン
ガ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説

い
て
い
ま
す
。
サ
ン
ガ
と
は
仏
教
を
信
じ
、

学
び
、
実
践
す
る
集
団
を
示
し
ま
す
が
、
等

し
く
生
命
な
る
存
在
で
あ
る
仲
間
の
中
で
共

生
し
、
対
話
し
、
互
い
に
助
け
合
う
生
活
の

中
で
こ
そ
、
私
の
真
実
の
姿
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

パネリスト

舘盛 寛行氏
曹洞宗大本山總持寺
カウンセリング担当
駒澤大学で仏教とカ
ウンセリングを研究
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東
京
都
慰
霊
協
会
主
催

秋
季
慰
霊
法
要

九
月
一
日
東
京
都
慰
霊
堂
（
両
国
）
で
、

関
東
大
震
災
・
都
内
戦
災
遭
難
者
秋
季
慰
霊

法
要
が（
財
）東
京
都
慰
霊
協
会
主
催
・
本
会

協
賛
に
よ
り
、
高
円
宮
妃
殿
下
ご
臨
席
の
も

と
執
り
行
わ
れ
た
。

法
要
は
、
寛
永
寺
住
職
、
神
田
秀
順
導
師

の
も
と
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
各
地
区
代
表

が
随
喜
し
厳
か
に
営
ま
れ
た
。

次
に
、
追
悼
の
辞
を
浜
渦
武
生
東
京
都
副

知
事
が
述
べ
、
各
代
表
が
焼
香
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
神
田
秀
順
住
職
が
「
長
生
き
の

秘
け
つ
」
に
つ
い
て
法
話
を
行
い
、
そ
の
後

参
列
者
一
同
は
、
弔
霊
の
鐘
で
黙
祷
を
捧
げ

た
。

第
四
十
六
回
「
同
宗
連
」
研
修
会
が
九

月
二
日
・
三
日
、
北
海
道
白
老
町
に
お
い

て
五
十
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

二
日
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
を
訪
問
し
、

ア
イ
ヌ
民
族
舞
踊
・
歌
等
を
見
学
後
、
野

本
正
博
氏
（
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
学
芸

員
）
が
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
信
仰
と
ア
イ
ヌ

民
族
の
課
題
」
と
題
し
講
義
。
ま
た
、
会

場
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
で
、
竹
内
渉
氏
（
北

海
道
ウ
タ
リ
協
会
）
が
「
ア
イ
ヌ
民
族
に

学
ぶ
」
と
題
し
、
植
民
地
と
し
て
の
北
海

道
の
成
り
立
ち
と
現
在
に
つ
い
て
講
義
を

行
な
っ
た
。

三
日
に
は
、
ア
イ
ヌ
神
話
や
伝
承
の
残

る
虎
杖
浜
周
辺
の
丘
陵
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
行
い
、
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
登
別

支
部
を
訪
問
し
た
。
ウ
タ
リ
協
会
で
は
、

支
部
長
の
上
武
や
す
子
氏
よ
り
、
協
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
っ

た
。浄

土
宗
差
別
戒
名
物
故
者
追
善
法
要
が

九
月
七
日
、
浄
土
宗
人
権
研
修
会
が
翌
八

日
開
催
さ
れ
た
。

法
要
は
札
幌
市
内
の
浄
土
宗
新
善
光
寺

に
て
、
研
修
会
は
同
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
七
日
は
法
要
に
先
立
ち
、「
人

権
の
視
点
か
ら
宗
祖
の
御
法
語
を
味
わ

う
」
と
題
し
、
角
出
誠
堂
師
（
浄
土
宗
人

権
同
和
啓
発
講
師
）
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
後
に
は
来
賓
の
組
坂
繁
之
氏
（
部
落

解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員
長
）
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
法
要
は
、
浄
土
宗
の
水
谷
幸
正

宗
務
総
長
が
導
師
を
つ
と
め
、
約
二
百
名

の
参
列
者
と
共
に
厳
修
さ
れ
た
。

八
日
の
研
修
会
に
は
、秋
野
茂
樹
氏（
財

団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機

構
事
業
一
課
課
長
補
佐
）
を
講
師
に
迎
え
、

「
ア
イ
ヌ
の
ル
ー
ツ
・
文
化
・
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

導
師
を
務
め
る
水
谷
幸
正
浄
土
宗
宗
務
総
長

「
ア
イ
ヌ
」を
テ
ー
マ
に

北
海
道
で「
同
宗
連
」、浄
土
宗
が
研
修
会
開
催

ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
主
催

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席

九
月
十
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
ラ
ク
シ
ャ
マ

ン
・
カ
デ
ィ
ル
ガ
マ
ー
ル
ス
リ
ラ
ン
カ
外
務

大
臣
来
日
を
歓
迎
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
駐

日
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
主
催
で
行
わ
れ
、
本

会
か
ら
齋
藤
明
聖
事
務
総
長
が
出
席
し
た
。

挨
拶
の
な
か
で
、
ラ
ク
シ
ャ
マ
ン
外
務
大

臣
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
日
本
が
仏
教
に
よ
っ

て
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
両
国
の
友
好
が
さ
ら
に

深
ま
る
よ
う
切
望
し
て
い
た
。

九
月
七
日
、
本
会
会
議
室
で
「
第
六
回
適

切
な
る
宗
教
教
育
実
現
の
た
め
の
教
育
基
本

法
第
九
条
改
正
推
進
特
別
委
員
会
」（
略
称

・
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
）
が
開
催
さ

れ
た
。

委
員
会
で
は
、
過
去
四
回
開
催
さ
れ
た
研

究
部
会
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
教
育
基
本
法
第

九
条
改
正
に
つ
い
て
適
切
な
る
宗
教
教
育
の

実
現
に
向
け
た
全
日
本
仏
教
会
の
基
本
姿
勢

や
改
正
条
文（
案
）と
そ
の
解
説
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
審
議
が
行
わ

れ
た
。 宗

教
教
育
推
進

特
別
委
員
会

東京都慰霊堂で行われた法要の様子
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財
団
創
立
五
十
周
年

記
念
事
業
準
備
委
員
会

八
月
二
十
六
日
、
本
会
会
議
室
で
第
一
回

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

当
委
員
会
は
、
五
月
二
十
七
日
の
理
事
会

に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
に
財
団
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
る
本
会
の
記
念
事
業
を
検
討
し
、

事
業
の
概
要
を
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
を
承
認
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
齋
藤
明
聖
事
務
総
長
が
挨
拶
し
、

本
会
元
関
係
者
よ
り
選
出
さ
れ
た
各
委
員
に

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。
次
に
委
員
長
に
中

正
宣
師
（
元
本
会
委
員
）、
副
委
員
長
に
藤

木
雅
雄
師
（
元
本
会
事
務
総
局
員
）
が
選
出

さ
れ
た
。（
各
委
員
、
下
記
人
事
欄
参
照
）

続
い
て
、
五
十
周
年
記
念
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
審
議
し
た
。
五
十
周
年
記
念
事
業
は
、

本
会
の
将
来
の
展
望
を
開
く
大
切
な
事
業
で

あ
る
。
主
な
意
見
と
し
て
、
現
在
世
界
各
地

で
人
が
人
の
命
を
奪
い
合
う
悲
惨
な
戦
争
や

紛
争
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大

会
」
を
開
催
し
、
世
界
の
仏
教
徒
が
こ
の
日

本
に
参
集
し
世
界
平
和
を
願
う
よ
う
な
現
代

に
意
味
の
あ
る
大
会
と
し
て
開
催
で
き
な
い

か
、
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
。

十
四
日
▼
新
宗
連
・
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
式
典

参
列

十
五
日
▼
日
蓮
宗
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法

要
参
列

十
七
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

十
八
日
▼
国
際
仏
教
興
隆
協
会
大
工
原
師
来
局

十
八
〜
二
十
日
▼
部
落
解
放
・
人
権
夏
期
講

座
参
加

二
十
三
日
▼
本
財
団
創
立
記
念
日

二
十
四
日
▼
教
化
セ
ミ
ナ
ー
に
関
し
、
神
谷

氏
を
訪
問

二
十
五
日
▼
第
二
回
公
益
法
人
制
度
改
革
に

関
す
る
研
究
会

二
十
六
日
▼
財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

準
備
委
員
会

▼
滋
賀
県
仏
教
会
訪
問

▼
自
由
民
主
党
元
総
理
・
故
鈴
木

善
幸
氏
送
る
会
出
席

▼
法
律
相
談
室

二
十
七
日
▼
渡
辺
宗
徹
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
来

局
打
合
わ
せ

三
十
日
▼
同
和
委
員
会

▼
滋
賀
県
仏
教
会
・
前
阪
良
憲
事
務

局
長
来
局

三
十
一
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
文
化
庁
と
の
懇
談
会

一
日
▼
東
京
都
慰
霊
協
会
・
秋
季
慰
霊
法
要

参
列

二
・
三
日
▼
「
同
宗
連
」
第
四
十
六
回
研
修

会
出
席

三
日
▼
イ
ン
ド
大
使
館
主
催
「
仏
跡
め
ぐ

り
」
出
席

▼
教
化
セ
ミ
ナ
ー
に
関
し
、
岸
本
氏
を

訪
問

七
日
▼
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
及
び
研

究
部
会

七
・
八
日
▼
浄
土
宗
差
別
戒
名
追
善
法
要
及

び
人
権
研
修
会
出
席

八
日
▼
十
宗
派
宗
務
総
長
・
総
長
懇
談
会

▼
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
・
疋
田
哲
寿
会

長
来
局

九
日
▼
法
律
相
談
室

十
日
▼
ス
リ
ラ
ン
カ
外
相
来
日
歓
迎
会
出
席

就
任

宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員

菅
野
秀
浩
（
真
言
宗
豊
山
派
）

財
団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員

中
正
宣
（
元
本
会
委
員
）

杜
多
徳
雄
（
元
本
会
事
務
局
員
）

木
内
隆
志
（
元
本
会
事
務
局
員
）

藤
木
雅
雄
（
元
本
会
事
務
局
員
）

倉
澤
豊
明
（
元
本
会
事
務
局
員
）

小
峰
立
丸
（
元
本
会
事
務
局
員
）

退
任

宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員

鈴
木
道
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

野
沢
秀
功
師
（
評
議
員
）

八
月
十
日
遷
化

七
十
三
歳

青
森
県
仏
教
会
会
長

現
在
、
本
事
業
大
詰
め
の
作
業
で
あ
る
『
マ
ヤ

堂
遺
跡
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
』
の
発
刊

等
に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
に
亘
る
難
事
業
推
進
の
た
め
、
事
業
資
金

が
不
足
を
来
た
し
て
お
り
誠
に
恐
縮
で
す
が
皆
さ

ま
に
事
業
資
金
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

福
島
県
仏
教
会
様

金
、
一
萬
円

孝
道
教
団
様

金
、
八
三
六
、
八
一
八
円

〈
八
月
十
一
日
〜
九
月
十
日
受
付
順
〉

【
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
】

＊
郵
便
局
〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

※
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い
。

＊
銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
浜
松
町
支
店

普
通
預
金
口
座

七
七
〇
三
五
八

口
座
名
義
財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

※
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
お
振
込
下
さ
い
。

●
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
国
際
文
化
部

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

訂

正

前
号
（
五
〇
一
号
）
録
事
に
お
い
て
、
八

月
四
日
本
会
に
来
局
さ
れ
た
真
宗
大
谷
派
禿

信
敬
師
を
真
宗
大
谷
派
禿
信
行
師
と
誤
っ
て

掲
載
致
し
ま
し
た
。

正

禿
信
敬
師

誤

禿
信
行
師

謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
共
に
、

不
手
際
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
ご
芳
名

事
務
総
局
録
事

八
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

人
事

九
月
（
一
〜
十
日
）

哀
悼
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ZENBUTSU

集中豪雨災害に対する救援金のお願い

二
〇
〇
四
年
十
月
一
日
発
行

十
月
号

第
五
〇
二
号

新
潟
・
福
島
・
福
井
各
県
で
百
ケ
寺
を
越
す
被
害

七
月
十
三
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
に
伴
う
豪

雨
に
よ
り
新
潟
県
、
福
島
県
の
山
間
部
の
市

町
村
で
河
川
が
決
壊
し
、
寺
院
の
流
失
や
床

上
浸
水
な
ど
死
傷
者
が
出
る
多
大
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
十
八
日
か
ら
は
、

福
井
県
嶺
北
地
域
で
も
床
上
浸
水
、
家
屋
の

倒
壊
、
死
傷
者
が
出
る
な
ど
広
範
な
地
域
に

及
ん
で
い
ま
す
。

加
盟
団
体
の
所
属
寺
院
の
被
害
状
況
は
、

約
百
数
十
ヶ
寺
に
及
ん
で
お
り
、
檀
家
・
信

徒
の
方
々
に
も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

お
り
ま
す
。
全
真
言
宗
青
年
連
盟
は
、
七
月

二
十
六
・
二
十
七
日
の
両
日
、
約
三
十
名
が

新
潟
県
中
之
島
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
、
日
蓮
宗
・
東
京
南
部
青
年
僧
や
真
言
宗

豊
山
派
青
年
僧
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
職
員
、

水
平
寺
總
持
寺
雲
水
、
世
田
谷
学
園
の
生
徒

等
が
現
地
に
赴
き
復
興
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
復
旧
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
や
住
宅
の
仮
設
な
ど
様
々
な
問
題
と
時
間
、

費
用
を
要
す
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
日
も
早

く
、
平
常
の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
七
月
二
十
三
日

に
新
潟
県
仏
教
会
・
福
島
県
仏
教
会
・
福
井

県
仏
教
会
へ
お
見
舞
い
金
と
し
て
各
三
十
万

円
を
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
加
盟
団

体
並
び
に
一
般
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
回
の
災

害
に
遭
わ
れ
た
各
県
の
方
々
、
各
御
寺
院
に

対
し
、
救
援
の
一
助
と
し
て
義
捐
金
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
義
捐
金
の
申
込
み
は
左
記
の
要
領
で

お
願
い
致
し
ま
す
。

記

義
捐
金
受
付
期
間

七
月
二
十
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で

義
捐
金
受
入
口
座

郵
便
振
替
口
座

口
座
名
義

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

口
座
番
号

〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

※
通
信
欄
に
「
義
捐
金
」
と
ご
明
記
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

【
支
援
者
一
覧
】

・
臨
済
宗
円
覚
寺
派
円
覚
寺
日
曜
説
教
会

・
時
宗

・
西
山
浄
土
宗
総
本
山
光
明
寺

・
信
貴
山
真
言
宗

・
真
言
宗
国
分
寺
派

・
和
宗

・
真
言
宗
中
山
寺
派

・
天
台
宗

・
真
言
宗
御
室
派

合
計
一
、
七
六
〇
、
〇
〇
〇
円

（
八
月
十
三
〜
九
月
十
日
現
在
）

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五
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●全日本仏教会選定仏旗と法輪旗 ●日蓮聖人の723回目の御命日
この度、法輪旗の素材をテトロンに変更しお求め
やすい価格となりました。
全日本仏教会選定仏旗とともに門前は勿論のこ

と、会議や集会のおり掲揚して頂ければ幸いです。

お え し き

日蓮宗最大の法会のひとつ「御会式」
日蓮聖人の御逮夜、御命日の法要

を「お会式」とお呼びし、古くから桜の花

で飾った万灯をかかげて、纒をふり、う

ちわ太鼓でお題目を唱えながらお参り

するのをならわしと致します。

池上本門寺では、１０月１１日の歴代

先師聖人並びに池上法類・池上護山

会員先師報恩法要に始まり、１２日には万灯行列が行われ、夜の万灯講には

約３０万人の参詣者で賑わいます。そして、１３日、宗祖御入滅御正当報恩法

要が営まれます。

全日本仏教会選定仏旗

・大 ５０００円（縦１４０� 横２１０� テトロン）
・中 ３０００円（縦９０� 横１３５� テトロン）
・小 ２０００円（縦７０� 横１００� テトロン）
・卓上仏旗 ２５００円（高さ３０� テトロン 台座付）

●「現世安穏後生安楽」の願いを込め
じゅうや

浄土宗大本山光明寺で「十夜法要」
法 輪 旗

戦国時代、打ち続く戦乱の中で庶民は困窮し、まさ

に餓鬼・地獄の様相を現わしていました。後士御門天

皇はいたくこのことを悲しまれ、一日も早く平和と安穏を

望まれ、鎌倉・大本山光明寺で「十夜法要」を行うこと

を勅許されました。以来５００余年に亘り、毎年１０月に浄

土宗各寺院で行われております。

大本山光明寺の「十夜法要」は、１０月１２日の開白

法要に始まり、１５日の結願法要まで施餓鬼会や稚児

礼讃舞、練り行列等さまざまな行事が行われます。

・大 ５０００円（縦１４０� 横２１０� テトロン）
・中 ３０００円（縦９０� 横１３５� テトロン）
※綿製の法輪旗（７４００円・中）も若干在庫がございます。

【お申込】本会財務部宛にFAXでお申込願います
FAX０３（３４３７）３２６０
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